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要旨
司書教諭講習の授業カリキュラム中にみられる、“ 情報メディア ” が表す












報メディア ”と “ 学校図書館メディア ”、“ メディア ”、“ 視聴覚メディア ”な




















２．１．“ 用語情報メディア ” の意味
はじめに辞書で ” 情報メディア ” で調べた。しかし、「広辞苑」（第五版、
岩波書店，2009）や「大辞林」（第三版、三省堂，2006）等を参照しても、
“情報メディア ”の用語は掲載されていなかった。






























































メディアは、” 情報メディア ” とともに並んで表記されている。なお、視聴
覚メディアという用語も、学校図書館メディアの構成の表中には見当たらない。
「情報メディアの活用」では、コンピュータやソフトウエア、インターネッ
ト、データベースは、“ 情報メディア ”“ 視聴覚メディア ” とは異なる別の単



































２．４．司書講習向けテキストにみられる “ 情報メディア ” と “ 学校図書館メ
ディア ” の範囲





































































２．５．資料中にみられる “ 情報メディア ” の使用状況
２．５．１．図書にみられる ” 情報メディア “
書誌データベースを利用し、要旨も含めた書誌的事項中に “情報メディア ”
が出現する図書を検索した。検索には、「BOOK plus」（日外アソシエーツ ; 
2014 年 10 月 30日現在）を利用した。













民族というものと現代性 ; 超越者と他界 ; 文化と身体 ; 遊びと芸術 ; 文化と情報
メディア ;「もの」
『情報メディア白書〈2014〉』 
１部　情報メディア産業の動向（新聞 ; 出版 ほか）; ２部　情報メディア関連
データ（情報利用時間 ; 情
内戦と地域紛争の現実 ; 情報メディアと文化的暴力 ;
電話からインターネットへ（いろいろな情報メディア ;「ビット」ってなんの
こと？　ほか）







２．５．２．雑誌にみられる ” 情報メディア “
雑誌についても、雑誌記事のデータベースを利用し、書誌的事項中に “情
報メディア ”が出現する図書を検索した。検索には、国立国会図書館の雑誌
記事索引（2014 年 10 月 30日現在）を利用した。
1326 件ヒットした。検索結果の例を表２．５．２．に示した。タイトル中




表２．５．２　雑誌記事の索引で使用されている “ 情報メディア ” の例
大学大学院工学研究科電子情報メディア工学専攻 . 日本画像学会誌
中国の観光情報メディアにおける日本観光情報の伝達に関する一考察 .
情報メディア学会 第 13 回研究大会 .
地域活性化イベントにおける情報メディアの役割について











２．５．３．新聞にみられる ” 情報メディア “









に検索をおこなった。（いずれも 2014 年 10 月 30日現在）





報メディア ” は、部署名などで使われていた。なお、少ないものの、ICT を
指す用語としても使用されている例もみられた。

























大学の学部、学科、専攻等のサイトが大多数であった。“ 情報メディア ” の










①　“ 学校図書館メディア ” は、その表現のとおり、学校図書館で収集さ
れるメディアであろう。一方、“情報メディア ”という用語は、「学校
図書館メディア」では取り上げられておらず、相互の関係は、カリキュ
ラム上でははっきりしない。” 視聴覚メディア ” も同様であるが、こ











従って、” 視聴覚メディア ”は、” 学校図書館メディア ”の下位概念で
あると判断できる。一方、「情報メディアの活用」の中で、”情報メディ
ア ” と ” 視聴覚メディア ” とは、異なる単元上で併記されている。こ





③　“ 情報メディアの活用 ” は、科目「学校図書館メディアの構成」のカ
リキュラム中には、みられない。「学校図書館メディアの構成」のテ
キストにおいても同様であった。

















⑥　以上を考慮するならば、“ 情報メディア ” は、近年急速に発展・普及
しつつある電子メディア（デジタル方式のメディア）で非図書資料に
属するものである。“ 視聴覚メディア ” は、従来より図書館において
収集されてきた非図書資料（アナログ方式のメディア）を指す用語と
して用いられていると考えられる。ただ、このとらえ方では、たとえ
ば、VHS 方式のビデオはアナログであるので、“ 視聴覚メディア ” に
該当し、DVは、デジタル方式であるから “ 情報メディア ” に該当す
ることとなる。学校図書館等での実務上では、明確な両者の区別はむ



































な “ 支援 ” を想定したものであろうと思われる。学校図書館メディアの構成
をはじめ、他の科目中ではみられない “ 情報メディア ” という用語が、この
科目の名称やカリキュラム中に現れる理由は、こうしたこととも関連するも
のではないか。
なお、“ 情報メディア ” という用語が初めて使用された具体的な資料は特
定できていないが、この用語がみられるようになった時期は、1990 年代で
ある。この時期には、IT（情報技術）という用語が社会において使用されて

















































































































34）『「 知 識 基 盤 社 会 」 に つ い て 』． 文 部 科 学 省 http://www.mext.
go.jp/b_menu/shingi/gijyutu/gijyutu10/siryo/__icsFiles/afieldfi
le/2013/05/20/1265997_007_1.pdf　2014 年 11 月現在）
35）『情報とメディア』．佐伯胖［ほか］編．岩波書店，1998　（岩波講座演
題の教育：危機と改革；８）
36）『メディアと情報化社会』．井上俊［ほか］編．岩波書店，1996（岩波
講座現代社会学；22）
一七
